
目指す学校教育の実現に向けた具体的取り組み

【参考資料】
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① 小･中学校間の学習･生活上の段差

② 多様な児童生徒への対応

③ 小1プロブレム，小中ギャップ

④ 学校の役割の多様化・複雑化

⑤ 教員・管理職不足

⑥ 学校の働き方改革

⑦ 人口減少，学校規模の不均衡

⑧ 施設の老朽化・修繕コスト

※⑦⑧義務教育学校の場合

今日的な教育課題

小学校（６年間） 中学校（３年間）

小１ 中１ 中３

学級担任制，単元テスト，45分授業
体操服のみ一部指定校有
⇒担任の力量が大きい

教科担任制，定期試験，50分授業
校則による指導，制服･体操服着用
⇒小学校と比較し特性に応じた指導が難しい

小中ギャップ

現行の教育制度

小学校＋中学校＝義務教育学校

① 小･中学校間の円滑な接続

② 切れ目のない支援の実現

③ 連続性のある指導の実現

④ 教職員の連携による組織的対応

⑤ 組織的な教育活動･事務の実現

⑥ 効率的な事務の実現

⑦ 児童生徒数の減少に合わせた運用

⑧ 施設の維持コストの削減

※⑦⑧義務教育学校の場合

小中一貫教育

教員間の限定的な情報共有

小１ 中３
（前期課程１年） （後期課程９年）

小中一貫教育制度

❖ 誰一人取り残さない教育の実現❖

小･中学校間の段差の緩和，一貫したカリキュラムの設定，異学年の児童生徒との交流
小学校段階からの一部教科担任制，小･中学校籍教員による乗入授業

1-1 学びをつなぐ 「小中一貫教育の推進」
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小中連携教育

小中一貫教育

1-1 学びをつなぐ 「小中一貫教育の推進」

義務教育学校

・修業年数は9年（前期課程6年・後期課程3年）

・校長は1人，1つの教職員組織

施設一体型 施設分離型

柏市立
○○義務教育学校

柏市立
○○義務教育学校

□□校舎

柏市立
○○義務教育学校

△△校舎

小中一貫型小学校・中学校

・修業年数は小学校6年，中学校3年
・各学校に校長は1人，それぞれの教職員組織

施設一体・併設型 施設分離型

柏市立
○○義務教育学校 柏市立

○○小学校
柏市立

△△小学校

柏市立
□□中学校

小中連携教育のうち，小・中学校段階の教員が目指す子ども像を共有し，
9年間を通じた教育課程を編成し，系統的な教育を目指す教育

＊柏中学校区 ＊柏の葉小・中学校 ＊柏市内の多くの
小・中学校

小中一貫教育の制度概要
小・中学校段階の教員が互いに情報交換や交流を行うことを通じて，
小学校教育から中学校教育への円滑な接続を目指す教育

参考 文部科学省「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」（H28），兵庫県教育委員会「小中一貫教育リーフレット」（H28）
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出典
文部科学省「小中一貫教育の導入状況調査について」（H29）

1-1 学びをつなぐ「小中一貫教育の推進」
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小中一貫教育を導入した学校数（義務教育学校除く）義務教育学校設置数
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出典 文部科学省「学校基本調査」（R5）

1-1 学びをつなぐ「小中一貫教育の推進」
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柏中学校による
乗り入れ授業の様子

令和5年度末乗り入れ授業の児童感想より（旭東小にて）
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1-1 学びをつなぐ「小中一貫教育の推進」
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個別最適な学び・協働的な学びのイメージ

出典：文部科学ホームページ

2-1 子ども主体の学び 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」
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主体的・対話的で深い学びを実現するカリキュラム

ＩＣＴを活用しながら，個別最適な学びと協働的な学びを
一体的に充実させ，「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業・カリキュラム改善につなげる

一斉指導中心のこれまでの教育
（子どもが課題意識を持たない受身の授業）

地域との協働

関係機関との連携教育環境の整備

中学校区単位での連携

「正解主義」や「同調圧力」
への偏りからの脱却

一人ひとりに目を向けた
発達に寄り添った指導

一人ひとりの子どもを主語に
する学校教育の実現

学びの継続や保障

教育弱者を生まない

2-1 子ども主体の学び 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」
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柏市GIGAスクールの目指す姿

基本

コンセプト

これからの時代を生き，これからの時代をつくる子ども達を育てる

〜社会の変化に対応し，未知の課題を解決できる基本的な資質・能力を育てる〜

2-1 子ども主体の学び 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」

柏市教育委員会「柏市GIGAスクールリーフレット」より（R6）
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子どもが主役、自分で学ぶ、学び合う

2-1 子ども主体の学び 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」
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自閉症・情緒
約3.3倍

柏市教育委員会調べ（R6）

特別支援学級在籍児童生徒数の推移(知的障害・自閉症・情緒障害)
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2-2 子ども主体の学び「特別支援教育の推進」
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通級指導教室 設置校数 設置校

きこえの教室 １ 柏三小

ことばの教室 ８ 柏三小 旭小 増尾西小 逆井小 富勢西小 大津一小 柏の葉小 柏八小

情緒の教室 ２ 十余二小 中原小 ※JR常磐線以北と以南で分けている

情緒の教室 １ 土中

■ことばの教室は，３教室設置している学校もあり，偏りがある状況 ■利用児童や保護者の利便性を考慮し，設置校の変更を検討
■情緒の教室のニーズが高い

通級指導教室

県立特別支援学校における通級指導

通級指導教室 設置校数 設置校

野田特別支援学校
サテライト教室

視覚障害 柏中内サテライト教室

野田特別支援学校
サテライト教室

聴覚障害 柏三小内サテライト教室

松戸特別支援学校
通級による指導

肢体不自由 在籍校を巡回指導又は本校

柏特別支援学校
通級による指導

病弱
東京慈恵会医科大学附属柏病院，東葛病院
国立がん研究センター東病院

■特別支援学校への依頼を継続していく
■視覚，聴覚の指導ができる教員の育成が課題

特別支援学校の
センター的機能

県立特別支援学校
が，地域の小中学
校に対して，研修
会の公開や，巡回
相談，通級による
指導等を実施。

2-2 子ども主体の学び「特別支援教育の推進」
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不登校児童生徒数の推移

柏市教育委員会「長期欠席児童生徒状況月例報告」より（令和5年度3月）

中学校
約3.3倍
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3-1 安全・安心な居場所づくり「不登校児童生徒への支援」



13出典：「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（R3）

3-1 安全・安心な居場所づくり「不登校児童生徒への支援」
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柏市教育相談体制

きぼうの園

教育支援センター

電
話
相
談

面
接
相
談
・
心
理
相
談

柏市立各小中学校

教育相談担当者

千葉県教育委員会 教育振興部 児童生徒安全課

SSW*2 市SC*1 個別支援
教員

県SC 学習支援
スタッフ

旧学習相談室

教育支援室
SCSV

柏
た
な
か

豊
四
季
台

大
津
ヶ
丘

増
尾
台 教育相談員や教育相談心理士（臨床心理士・

公認心理師資格を有するカウンセラー）が幼
児，小学生，中学生の教育・子育てに関する
相談活動（進路，不登校，発達全般，親子関
係など）

〇電話相談
・電話相談 ・面接予約

〇面接相談
・心理面接 ・発達検査

教育支援室

不登校児童生徒やその保護者に対し，学習支
援や教育相談，訪問相談を行うことで学校と
家庭以外の居場所として機能し，社会的な自
立につなげる。

〇きぼうの園（旧青少年センター内）
・教員免許を有する指導員配置

〇大津ヶ丘（大津ヶ丘第二小学校内）

〇増尾台（増尾西小学校内）

〇豊四季台（柏第六小学校内）

〇柏たなか（田中北小学校内）

教育支援センター

3-1 安全・安心な居場所づくり 「不登校児童生徒への支援」

柏市教育委員会 学校教育部 児童生徒課（生徒指導班）

*1 SC：スクールカウンセラー
…児童生徒及びその保護者の心の悩み等を中心にカウンセリングを行い，その心の安定を図り，学校教育親展の一助となす

*2 SSW：スクールソーシャルワーカー
…「子どもの最善の利益」を優先し，児童生徒一人一人の生活の質を向上，学ぶ権利の保証とそれを支える学校・地域をつくる
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■不登校児童生徒への支援は，「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく，児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて，社会
的に自立することを目指す必要があること

■不登校児童生徒が主体的に社会的自立や学校復帰に向かうよう，不登校のきっかけや継続理由に応じて，適切な支援や働き掛けを行う
必要があること

「社会的自立」の定義 社会の一員として責任ある行動をとり，人との関わりの中で合意形成できる能力

【COCOLOプランで挙げられている取り組み】
①不登校特例校（学びの多様化学校）の設置を促進
②校内，校外の教育支援センターの設置を促進，機能強化
③高等学校等においても柔軟で質の高い学びを保障
④多様な学びの場，居場所を確保

学びたいと思った時に学べる環境の整備

【COCOLOプランで挙げられている取り組み】
①１人１台端末を活用した心や体調の変化の早期発見を推進
②「チーム学校」による早期支援を推進
③一人で悩みを抱え込まないよう保護者を支援

心の小さなSOSを見逃さず「チーム学校」で支援

文部科学省「自立と共生社会」より引用

【COCOLOプランで挙げられている取り組み】

①学校の風土を「見える化」
②学校で過ごす時間の中で最も長い「授業」を改善
③いじめ等の問題行動に対しては毅然とした対応を徹底
④児童生徒が主体的に参加した校則等の見直しの推進
⑤快適で温かみのある学校としての環境整備
⑥障害や国籍言語等の違いに関わらず，色々な個性や意見を認め合う
共生社会を学ぶ場に

「みんなが安心して学べる」学校を創生する

出典：文部科学省COCOLOプラン

出典：文部科学省「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」

3-1 安全・安心な居場所づくり 「不登校児童生徒への支援」
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出典：文部科学省COCOLOプラン

つながりのイメージ

3-1 安全・安心な居場所づくり 「不登校児童生徒への支援」
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千葉県内の設置状況

市川市大洲中学校 S57～

松戸市立第一中学校みらい分校 H31～

千葉市立真砂中学校かがやき分校 R5～

自主夜間中学

〇概要
民間ボランティアの協力を得て，教育委

員会や任意団体等が実施する自主夜間中学
で，識字講座等の取り組む。
中学校卒業証書はもらえない。

〇柏市自主夜間中学
・2009年4月に開校
・毎週木曜夜，土曜午後
・ラコルタ柏で活動
・柏市民公益活動促進基金登録団体

出典：文部科学省「夜間中学の設置・検討状況一覧」（令和6年4月）

3-1 安全・安心な居場所づくり 「不登校児童生徒への支援」（仮）
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文部科学省「教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）」（令和5年8月28日）

学校・教師が担う業務の適正化の一層の推進

■ 「学校・教師が担う業務に係る３分類」を徹底するための取組
■各学校における授業時数や学校行事の在り方の見直し
■持続可能な勤務環境整備等の支援の充実

学校における働き方改革の実効性の向上等

■地域，保護者，首長部局等との連携協働
■健康及び福祉の確保の徹底
■学校における取組状況の「見える化」に向けた基盤づくり

持続可能な勤務環境整備等の支援の充実

■教員定数の改善
■支援スタッフの配置充実
■処遇改善
■教師のなり手の確保

5-1 生き生きと働き 学び続ける教職員 「子どもと向き合う時間の確保」
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5-1 生き生きと働き 学び続ける教職員 「子どもと向き合う時間の確保」
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5-1 生き生きと働き 学び続ける教職員「子どもと向き合う時間の確保」


